
当研究分野では，平成18年８月１日に，丸山博文が助教授として着任した．当分野は，原爆被爆者に顕在，または

潜在している放射線による後影響を疫学的に解明すること，ならびに被爆者の健康，生活実態などに関する社会医学

的検討を主たる研究目的としてきた．この主たる目的は変わらないが，被爆後60年経過し，被爆者は高齢化し，被爆

者の健康問題として，生活習慣病や老年医学における問題も重要になってきている．したがって，これまでのデータ

ベースをもとにしたコホート研究に加えて，分子マーカー，遺伝子多型をもちいた新たな研究方法を取り入れ，主な

対象疾患であったがんに加えて，高齢者で増加する神経疾患も対象に取り入れた研究を行っている．

３人の非常勤講師にお越しいただいて分子疫学セミナーを開催した．

平成18年11月９日「こころとふるまいの分子生物学：リズムから自閉症まで」大阪バイオサイエンス研究所　内匠

透室長

平成18年12月15日「ＤＮＡチップ・アレイとは異なる大規模遺伝子発現プロファイリングHiCEPのルック＆フィー

ル」放射線医学総合研究所重粒子医科学センター　斉藤俊行チームリーダー

平成18年12月22日「転写調節因子Id2の増殖分化制御における役割 」福井大学医学部　横田義史教授

スタッフ３人はいずれも臨床遺伝専門医の資格を有し，広島大学病院遺伝子診療部の部員を併任している．昨年度

はのべ19回（12名）の遺伝カウンセリングを行った．川上秀史教授は日本神経学会の評議員，日本老年医学会の代議

員および日本自律神経学会の評議員，日本内科学会中国支部評議員を務めている．丸山博文助教授は広島県の認知症

サポート医として広島県医師会の認知症地域医療支援事業で中心的な役割をはたし，広島県内においてかかりつけ医

認知症対応力向上研修の講師として認知症の啓蒙活動を行っている．教育面においては川上秀史教授と丸山博文助教

授は医学部において神経内科学の講義を分担した．また2007．１．９～２．９に基礎医学実習の医学部５年生４人を

受入れ，遺伝医学・分子生物学の講義ならびに実習を行った．

研究題目１：原爆被爆者コホート研究

参加研究者：丸山博文，川上秀史，隅田治行＊，平岡正行＊（＊国際放射線情報センター）

目的：昭和40年11月以降，広島県在住の「広島原爆被爆者コホート」において，放射線の生物学的影響及びその

後の生活環境などの観点より追跡調査を行ってきた．被爆者の健康管理・福祉に資する基礎資料を作成すること

を目的としている．その検討課題は，次のものがあげられる．１）ABS93Dに基づく被爆線量別の検討，２）被

爆状況の確認，３）爆心地からの被爆距離の確認，４）環境要因による検討，５）家系的に見た疾病発生の検討

等，さらに，今後の生存被爆者人口の推定も行う．

－ 117 －

広大原医研年報第48号， 2007

放射線システム医学研究部門
放射線分子疫学研究分野概況

教 　 　 　 授

助 　 教 　 授 　

助 　 　 　 手

大 学 院 生

大 学 院 生

川　 上　 秀　 史
丸　 山　 博　 文
森　 野　 豊　 之
田　 中　 英　 司
柳　 蓮　 蓮

（平成18年８月１日～）



経過および今後の展望：昨年度に引き続いて，被爆当時の家族構成の情報のある被爆者の再整理を行った．原医

研被爆者人口の観察の基礎となる死亡情報について，本年度は，指定統計の目的外使用許可を継続して得，更新

の準備を行った．

研究題目２：遺伝性脊髄小脳変性症に関する研究

参加研究者：森野豊之，丸山博文，柳　蓮蓮，田中英一，川上秀史，伊東秀文＊，日下博文＊（＊関西医大神経内

科）

目的：脊髄小脳変性症は，患者の１／３が遺伝性であり，多くはトリプレット病という３塩基リピートの伸長が

原因であるが，まだ原因遺伝子未確定のグループが存在する．新たな原因遺伝子の発見を目指して研究している．

また遺伝性脊髄小脳失調症８型（SCA8）の初めての剖検例を報告した．

研究題目３：パーキンソン病の感受性遺伝子としてのα-synuclein遺伝子プロモーター

参加研究者：川上秀史，森野豊之，丸山博文，パーキンソン病遺伝疫学コンソーシアム（GEO-PD）.

目的，方法，結果：パーキンソン病は脳幹にLewy小体が蓄積する疾患であり，Lewy小体の主要構成成分である

α-synucleinの遺伝子の点変異および重複により遺伝性パーキンソン病が起こることが知られている．一般の弧

発性パーキンソン病においてα-synuclein遺伝子（SNCA）多型が関与しているかどうか，プロモーター領域に

存在する２塩基繰り返し多型（REP1）を対象に，国際共同研究グループの2692人の患者と2652人のコントロー

ルで，検討した．その結果SNCAの263塩基対の対立遺伝子がパーキンソン病発症の危険因子であることを示し

た（odds ratio, 1.43; 95% confidence interval, 1.22-1.69; P<.001 for trend）．

研究題目４：パーキンソン病の感受性遺伝子候補ＳＮＰの解析

参加研究者：川上秀史，森野豊之，丸山博文，パーキンソン病遺伝疫学コンソーシアム（GEO-PD）.

目的，方法，結果：20万個のＳＮＰからパーキンソン病の感受性遺伝子候補として選択された13個のＳＮＰに関

して，国際共同研究の一環として5526例のパーキンソン病患者と6682例のコントロールで相関解析を行ったが，

パーキンソン病発症への関与は否定的であった．

研究題目５：遺伝性パーキンソン病の原因遺伝子LRRK2に関する研究

参加研究者：CP Zabetian*，森野豊之，丸山博文，川上秀史（＊University of Washington School of Medicine）

目的，方法，結果：LRRK2 G2019Sは，ヨーロッパのパーキンソン病患者において最も多い変異である．日本人

パーキンソン病患者586人において同変異を検討したところ，２名に認められた．ハプロタイプを検討したとこ

ろ，ヨーロッパ起源と異なっており，ヨーロッパ人と日本人では創始者が異なっていることおよび同変異が以前

認識されていたより広汎に分布していることを明らかにした．
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